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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦後日本社会で活躍してきた各界指導者のライフコース全体を通したハ
ビトゥス形成の過程と「界」との関係やその特徴、さらに「界」相互の関係や構造について、データベースに基
づく量的分析と個人のライフヒストリーを軸にした質的分析の両方から分析・考察した。その結果、家庭、学
校、キャリア経験のなかで形成された文化資本、社会資本のもつ影響力が明らかになった。これらの結果をもと
に、現代の指導者養成・教育の方向や展望についても議論を深めた。

研究成果の概要（英文）：This Study analysed the process of the development of 'habitus' of post-war 
Japanese leaders and the relationship between the habitus and their 'field', as well as the 
structure and relationship of each ‘field', through the statistical analysis of the data of their 
profiles and qualitative analysis of the life-histories. Our project illuminated the importance and 
the influence of the cultural and the social capital developed through the family, school, and the 
career experience. We also made further discussion on the prospect and the future of the leadership 
education.

研究分野：教育社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 流動化とグローバル化が進む現代社会に
おいて、新しい時代を担う指導者像や資質・
能力、育成方法というテーマは、広く社会的
関心を集めている現代的課題である。経済、
学問、文学・芸術、スポーツなどの各領域（界）
において、それぞれの領域の専門的能力だけ
でなくコミュニケーション能力や課題解決
能力といった領域横断的な能力も含めたリ
ーダーシップの形成は、教育の重要な課題に
なっている。本研究はこうした観点をふまえ
て、戦後日本社会で活躍してきた各界の指導
者に焦点をあて、その社会的経験やハビトゥ
ス形成の過程と「界」との関係、さらに「界」
と「界」の関係まで含む重層的な構造を明ら
かにすることを目的として出発した。 
 理論的枠組に関する主な先行研究として
は、ケラーのエリート研究（『現代のエリー
ト』1967）やブルデューの一連の研究（『国
家貴族』『ホモ・アカデミクス』『芸術の規則
Ⅰ,Ⅱ』等）が挙げられる。日本における実
証的研究としては、大学・高等教育の制度化
と学歴エリートの形成に焦点をあてた研究
（麻生誠、天野郁夫等）、エリート学生文化
や教養に焦点をあてた研究（竹内洋、潮木守
一等）、実業エリート、軍事エリート、知識
人等の社会的形成に焦点をあてた研究（天野
郁夫、竹内洋、広田照幸、磯辺卓三、浜口恵
俊、鳥羽欽一郎、永谷健等）が挙げられる。
中でも、「指導者養成」という視点から英才
教育の役割に焦点をあてた麻生の研究（『日
本の学歴エリート』等）は、幼児期から青年
期、大学、入職後にわたる教育の過程を分析
の中心に据えた数少ない先行研究である。 
 また、研究代表者はこれまで、戦前～戦後
にかけての学生文化と教養、特に女性の教養
文化の特徴について研究を進めてきた。それ
を土台として近年はさらに、知識人と公共圏
に関する共同研究（2005～2007 年）や、戦後
日本の論壇と知識人に関する共同研究（2009
～2011 年）に取り組み、知識人・文化人の社
会的形成の特徴を検討するとともに、女性文
化人の社会的形成についての実証的研究も
進めてきた。これらの研究のなかで、家庭で
の文化経験や感情形成、親族や知人、学校、
職場等の交友関係が社会的リーダーとして
の能力形成に大きく関わっていること、また
社会的に評価される能力や地位形成の経路
が、男性と女性ではかなり異なっていること
が見出された。さらにこのような研究関心か
ら、知識人・文化人の社会的形成にとって重
要な意味をもつ「先生」の存在に着目し、学
校・学校外での「先生」との関係を分析する
パイロット的な研究に着手した。自伝を素材
として、そのなかに登場する「先生」の思い
出記述の量や人数を分析した結果、さまざま
な先生の思い出を豊富に記述する「大学・研
究者」タイプ、少数の先生との思い出を厚く
記述する「伝統芸術家」タイプ、先生との関
係にほとんど触れない「創業者型・会社経営

者」タイプなどが抽出された。 
 本研究ではこれらの成果を発展させ、各界
における指導者のハビトゥス形成の過程を
より多角的な視点から分析し、戦後日本にお
ける指導者の特徴と「界」の構造を明らかに
することにした。以上が本研究を着想するに
至った直接的な経緯である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、戦後日本で活躍してきた各界の
指導者に焦点をあてて、その社会的経験やハ
ビトゥス形成の過程と「界」の関係、さらに
「界」相互の関係を含む重層的な構造を明ら
かにすることを目的としている。本研究の特
徴は、これまでの「学歴エリート」がエリー
ト的地位の達成を到達点ととらえてきたの
を、「指導者」という視点からとらえ直し、
ライフコース全体にわたるハビトゥス形成
過程を、文化資本、社会関係資本、感情資本
の視点からトータルに分析することによっ
て、各「界」指導者の特徴や「界」の構造を
量的・質的両面から描き出そうとするところ
にある。具体的には「私の履歴書」（『日本経
済新聞』連載、1956 年～現在）を中心に、自
伝資料の収集とデータベース化を行ない、そ
れらをもとに分析・考察することによって、
現代の指導者養成・教育を考えていく上での
基礎をつくると同時に、現実的な示唆を得よ
うとするものである。 
 その際、学校教育だけでなく、子ども期か
ら青年期、職業生活にわたるハビトゥス形成
の過程を、文化資本、社会関係資本、感情資
本の視点からトータルに分析することによ
って、各「界」指導者の特徴や「界」の構造
を量的・質的両面から描き出したいと考えて
いる。また、ジェンダーによるハビトゥスと
「界」のポジションの違いも重要な分析軸と
して設定した。 
 
 
３．研究の方法 
 各界の指導者の社会的形成過程を具体的
に分析するための資料として、「私の履歴書」
（1956 年より現在まで『日本経済新聞』連載）
を中心に自伝資料の収集を行ない、それらを
もとに各界の指導者のハビトゥス形成の過
程を量的・質的の両面から分析・考察した。
幼少時から成人期にわたる個人のライフヒ
ストリーにおける経験について、文化資本、
社会関係資本、感情資本を軸に詳細な分類と
分析を行ない、各「界」における指導者の資
質や能力の形成過程とその特徴を抽出した。
それをもとに、各「界」の構造および「界」
と「界」の関係といった「界」の重層的な構
造について考察した。その際、男性指導者と
女性指導者のハビトゥスや「界」におけるポ
ジションの違いにも注目して分析した。 
 全体的な研究計画としては、3 つの柱を中
心に以下のような手順で進める予定である。 



 
(1)「私の履歴書」及び関連資料の収集とデ
ータベース化・全体的分析 
(2)各「界」の人物に関するハビトゥス形成
過程の分析・考察 
(3)ハビトゥスと「界」の関係、「界」の特徴
と構造、「界」相互の関係と構造の分析・
考察 
(4)分析結果のまとめと総合的考察 
 

 
 (1)～(4)について、研究代表者、研究分担
者、研究協力者で分担して進めた。なお、研
究協力者として濱貴子、多賀太、歌川光一の
3 名を加えた。各年度での成果を次年度に公
表（報告）し、最終年度にそれぞれの分析結
果を相互に検討して全体の知見を総合し、戦
後日本の指導者のハビトゥス形成と「界」の
構造についてまとめた。平成 25 年度は、主
として(1)を軸に進めた。平成 26 年度は(2)
を中心的に進めた。また(1)の分析結果の報
告と考察を行なった。平成 27 年度は(2)の成
果報告を行なうとともに、この知見に基づい
て(3)を実施した。平成 28 年度は(3)(4)の報
告を経て全体を総括し、出版の準備をしてい
る。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、戦後日本社会で活躍してきた
各界指導者のライフコース全体を通したハ
ビトゥス形成の過程と「界」との関係やその
特徴、さらに「界」相互の関係や構造につい
て、データベースに基づく量的分析と個人の
ライフヒストリーを軸にした質的分析の両
方から分析・考察した。その結果、家庭、学
校、キャリア経験のなかで形成された文化資
本、社会資本のもつ影響力が明らかになった。
これらの結果をもとに、現代の指導者養成・
教育の方向や展望についても議論を深めた。 
 以上の分析・考察から得られた主な成果は
以下のようにまとめられる。 
 

(1) 戦後日本の各界リーダーのデータベース
作成 
 「私の履歴書」を基に、各個人のプロフィ
ール（属性）、幼少時から成人期における文
化的経験（読書、習い事、趣味、成績など）、
感情的な経験（劣等感、競争心、嫉妬など）、
家庭・学校・職業生活における関係（親、親
族、教師、同級生、上司、同僚など）につい
てデータベースを作成した。 
 
(2) データベース及び自伝・評伝等を基に分
析を行った結果、全体的な傾向・特徴として
以下のような結果が得られた。 
① 各界リーダーのハビトゥス形成にとっ
て、家庭（主に父親、母親との関係）、
学校（教師、友人との関係）、最終段階
の学校経験（とくに高等教育卒）、キャ
リアにおける社会関係（上司、同輩）、
キャリア上の転機（昇進、退社等）が重
要な影響力をもつこと。 
② 界の性質によって、共通のハビトゥスと
して認識される特徴に一定の傾向やタ
イプがあること。 
③ ハビトゥス形成の過程、界のなかでのポ
ジション、あるいは界自体の構成がジェ
ンダーによって大きく異なること。 
 
(3) 研究分担者・研究協力者による成果 
① 学校時代の師弟関係を軸に各界指導者
のハビトゥスと界の特徴を分析した結
果、学問界、財界（大企業経営者）、官
僚の世界においては、大学時代の師弟関
係および友人関係が大きな位置と意味
を占めている一方、伝統芸術・芸能や創
業者タイプの企業経営者においては文
化資本よりも実力や独創性が強調され
る傾向があること等が導き出された。
（担当：稲垣恭子、濱貴子） 
② ハビトゥス形成のもとになるのは、家族
（出身階級）と並んで学歴である。そこ
で、戦後日本の指導者の学歴に着目して
量的データを分析した。1978 年の上場会
社社長でみると、20%が東大で、京大 8%、
その他の旧帝大 8%、一橋大学 6%。実に
42%がこれらの大学で占められていた。
役員についても 38%がこれら特定大学出
身者だった。しかし、2007 年の上場企業
調査では、社長で多いのが慶應義塾大学
を筆頭に以下早稲田大学、東京大学、中
央大学、京都大学と続く。日本大学、明
治大学、同志社大学、関西学院大学が 10
位以内に入っている。主に有名私大だが、
かつてのように東大や京大を中心とし
た覇権構造ではない。旧制高校世代が指
導者から退くあたりから、学歴をつうじ
ての界内部、界間の指導者の間にハビト
ゥスの共同性があった時代が終わり、界
内部、界間の指導者の間にハビトゥスの
疎隔と乖離の時代がはじまったという
仮説が立てられた。この仮説のさらなる



検証とこの仮説に基づく指導者層の凝
集性について引き続き検討していきた
い。（担当：竹内洋） 
③ 戦後女性指導者とくに女性文学者（野上
彌栄子、村岡花子、石井桃子）について
みると、共通して高学歴であり、文学界
に参入する際に語学力が有効であった
こと、児童文学界が女性文学者と親和的
であったことが示唆された。（担当：目
黒強） 
④ 女性婦人運動家（奥むめお、丸山秀子）
について分析し、ハビトゥス形成におけ
る共通点や関係性、運動の組織化戦略や
実践、婦人運動界におけるポジションの
違いについて分析・考察した。（担当：
濱貴子） 
⑤ 幼児教育界における教諭・教育者の構成
やその変化について分析した結果、女
性・外国人宣教師から男性・日本人の手
に移っていった。（担当：高山育子） 
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